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ACCUプログラム

日韓漢字・漢文受容に関する国際学術会議の開催 

日本の漢文訓読はどこから来たか 

ACCUは教育交流プログラムとして日韓漢字・漢文受容研究会との共催で2003年7月24、25日、「日韓漢字・漢文受容に関する国際学術会議」を富山大学人文学部（後援）を会場として開催した。韓国から言語学者・専門家30名、ドイツから1名を招き、日本国内から外国人を含む研究者54名が参加した。 

開催の背景 
　この公開シンポジウムの関心は「日本の漢文訓読は日本独自の発明か、朝鮮に起源を求めうるか」という点にある。 

　ことのおこりは、2000年7月韓国ソウルで漢文仏典『華厳経』に角かくひつ筆(後述)によりほどこされた訓点が発見されたことである。これは古代の朝鮮半島や日本列島で漢文がどのように理解され漢字がどう使われたかを考えるうえで画期的な発見であり、韓国でも大きく報道された。今回のシンポジウムでは、発見者の小林芳規広島大学名誉教授が基調講演をおこない、2002年に京都の大谷大学で発見された新羅の仏典の角筆訓点を8世紀の資料として検討し、日本のカタカナの源流が朝鮮半島にあった可能性を示唆した。さらに１時間半におよぶ記者会見でも懇切な解説を補った。 
日本の漢文訓読の歴史 
　日本と朝鮮の言語文化をめぐる最先端の議論を展開した会議を紹介するにあたり、歴史的な背景に簡単にふれておこう。日本語を書きあらわす独自の文字「カタカナ」「ひらがな」ができた平安初期(8世紀ごろ)より前は、日本語は漢字を借りて表記された(「万葉がな」というが実は漢字である)。かなができてからも正式の文章はたいてい漢文（中国古典文語）で書かれたので、日本語とは発音も文法もまったく異なるこの言語を学ぶために、中国語を日本語として読む方法をあみだした。これが「訓読」である。 

[image: image1.jpg]EXPUA TR DN AR
£BURT, BEEROELIITHE
RLTW3,



　いま中学や高校の「国語」の時間に学習する「漢文」は、この流れを汲む。漢字の行列に返り点や送りがなを付けて、上下に行ったり来たりしながら読むのは、漢字に日本語の意味をあて語順を日本語式にあらためて、日本語として理解しようと努めたためである。 

　この訓読に用いられた記号は、後世には書物の中に印刷されるまでになるが、はじめは墨筆や朱筆で書き入れた補助記号にすぎず、より古くは鋭い棒の先で紙面に「くぼみ」をつけて示していた。この道具を角筆とよび、象牙・木・竹などで作られていたらしい。裁縫をするとき布にヘラでくぼみをつけて目印とする、あのやりかたを思いうかべていただきたい。縫いあがったらもう印は用がないから見えなくともよい、むしろ見えないほうが美しいのである。神聖な経典であり貴重な財産である書籍を汚してはならない、また教科書に参考の書きこみをしていてはみっともないであろう。 
韓国の漢文訓読と日本 
　朝鮮語(韓国語)はその構造が日本語に似て、中国語とは異なっている。しかし、15世紀に朝鮮語を表記するためのハングル(訓民正音)が制定されても、正式の文書は漢文で書かれた。漢文は順序どおり音読され、区切れごとに朝鮮語の読みを挿入することはあっても、日本式訓読のように語順を前後入れかえて読むこと(返読)はなかったと信じられてきた。ところが、1973年に発見された高麗時代の印刷物『仁王経』の経文の左右に墨書で送りがなと返り点が記されていた。12－13世紀の訓読の証拠であった。そこに2000年の角筆による訓読文献の発見である。これは11世紀にさかのぼるともいう。 

　今回のシンポジウムでは、韓国から南豊鉉檀国大学校名誉教授、鄭光高麗大学校教授ほか韓国での研究を総括する3講演と7つの個別研究発表、日本からは小林教授はじめ4名の報告があり、最後まで活発な討議が行われた。 

　日本の漢文訓読研究は長い歴史と蓄積があるが、韓国の訓読はその存在が確認されて間もないこともあり、研究の発展が期待されると主宰者の藤本幸夫富山大学教授は語る。日韓の学術を通じた国際交流にふさわしい分野ではないだろうか。 
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